




























































1６ 1７54(62.1%）3.4年(､=87） (18.4%） (19.5%）男
子
７5.6年(､=75） 43(57.3%） 25(33.3％）(9.4%）
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1８3.4年(､=92） 49(53.2%） 25(27.2%）(19.6%）女子
5.6年(､=81） 23(28.4%） 31(38.3%） 27(33.3%）
























































































































２ 16.7 ４ ６ 50.0
の力を得るために、一時期肯定的な自己像を見失う状況にある。しかし、この時期の
発達課題を乗り越えていくためには、自己を見つめなおす時間は重要であり、これに
は、それまでに培われてきた強い親子の関係（絆）と、それを支え、見守る周囲の大
人の支援のあることを子ども自身が自覚できることが重要である。
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